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●自主財源
　自らの権限で収入できる財
源
●依存財源
　国や県の方針で定められた
額を交付、割り当てられる
お金
●町税
　町民の皆さんから納めてい
ただく税金など

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
合

２０

計
は　

億
１
、
６
２
２
万
円
と
な
り
、
前

５８

年
度
よ
り
１
、
８
８
７
万
円
、
率
に
し
て

０
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

平
成　

年
度
の
石
川
町
歳
入
・
歳
出
予
算
が
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て

２０

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
み
な
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
国
・
県

か
ら
の
補
助
金
が
私
た
ち
の
生
活
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
く
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
は
、
都
市
と
地
方

の
税
収
格
差
を
是
正
す
る
た
め
、
普
通
交

付
税
に
特
別
枠
と
し
て
「
地
域
再
生
対
策

費
」
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
特

別
交
付
税
と
あ
わ
せ
て
対
前
年
比
９
・
７

％
増
の　

億
５
、
０
０
０
万
円
を
計
上
し

２３

て
い
ま
す
が
、
地
方
譲
与
税
ほ
か
各
種
交

付
金
に
つ
い
て
は
、
対
前
年
比
０
・
７
％

減
の
４
億
８
７
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
財
源
の
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

役
場
庁
舎
等
建
設
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

で
対
応
し
て
い
ま
す
。

歳  入�

町税�
17億234万円�
29.3％�

自主財源自主財源�
39.839.8％�

依存財源依存財源�
60.260.2％�

自主財源�
39.8％�

依存財源�
60.2％�

分担金及び�
負担金�
2億2,646万円�
3.9％�

繰入金�
2億3,006万円�
4.0％�

諸収入ほか�
1億5,191万円�
2.6％�

地方交付税�
23億5,000万円�
40.4％�

地方譲与税ほか�
4億870万円�
6.9％�

町債�
2億7,880万円�
4.8％�

県支出金�
3億1,708万円�
5.5％�

国支出金�
1億5,087万円�
2.6％�

一般会計�

万�
  円�58億1,622万�
  円�58億1,622万�
  円�58億1,622
万�
  円�94億4,481

特別会計を合わせると�

活かします。

　

歳　
　
　
　

入

一　

般　

会　

計

　

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
な
ど
、
税
制

改
正
の
影
響
に
よ
り
、
個
人
町
民
税
が
減

収
と
な
る
も
の
の
、
町
税
全
体
で
は
前
年

度
と
同
規
模
の　

億
２
３
４
万
円
と
な
り

１７

●繰入金
　各種基金などから一般会計
へ繰入れたお金
●地方交付税
　所得税など国が徴収した税
金の中から町の財政状況に
応じて交付されるお金
●町債
　町の借金のこと、大きな事
業を行うために国や金融機
関から借りるお金
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頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
、「
ま
ち
な
か
交
流
広

場
整
備
事
業
」
で
公
衆
ト
イ
レ
を
建
設
し

ま
す
。
ま
た
、「
協
働
で
築
く
地
域
循
環

型
社
会
の
構
築
」
を
基
本
理
念
と
し
た
第

５
次
総
合
計
画
策
定
事
業
に
引
き
続
き
取

り
組
む
ほ
か
、
地
域
の
宝
の
活
用
お
よ
び

住
民
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
、
桜
保
全

活
用
事
業
、
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
、
後
期
高
齢
者
保

健
事
業
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
介

護
事
業
で
は
、
第
４
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
策
定
を
行
う
な
ど
、
高
齢
化
社
会
の

対
応
に
努
め
ま
す
。
児
童
福
祉
経
費
で
は
、

県
の
地
域
子
育
て
応
援
交
付
金
を
財
源
と

し
て
各
種
事
業
に
取
り
組
む
ほ
か
、
保
育

所
・
児
童
館
運
営
経
費
、
児
童
手
当
給
付

事
業
等
に
よ
り
、
子
育
て
支
援
を
図
り
ま

す
。

　

母
子
保
健
事
業
で
は
、
子
育
て
支
援
策

の
一
環
と
し
て
、
妊
婦
一
般
健
康
診
査
費

用
の
全
額
を
公
費
負
担
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
よ
り
環
境

に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
、
農

地
・
水
・
環
境
向
上
対
策
事
業
に
お
い
て
、

地
域
の
環
境
整
備
や
地
域
づ
く
り
の
取
組

み
を
引
き
続
き
支
援
し
て
い
く
ほ
か
、
担

い
手
の
育
成
、
環
境
型
の
農
業
や
低
価
格
、

省
力
化
な
ど
の
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
環

境
に
や
さ
し
い
「
循
環
型
農
業
」
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
林
業
振
興
事
業
に
は
、

桜
の
病
害
虫
防
除
経
費
等
の
ほ
か
、
老
朽

桜
を
保
全
す
る
た
め
の
経
費
を
措
置
す
る

な
ど
、
森
林
資
源
や
森
林
環
境
の
保
全
に

努
め
ま
す
。

　

新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
に
努
め
、
引

き
続
き
、
企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
既
存
企
業
へ
の
支
援
を
含
め
、

商
・
工
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

観
光
物
産
事
業
で
は
、
桜
め
ぐ
り
周
遊
バ

ス
を
運
行
さ
せ
る
な
ど
、
町
民
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
桜
祭
り
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

　

道
路
維
持
補
修
事
業
、
町
道
整
備
事
業

の
ほ
か
、
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組
む
地

域
整
備
事
業
に
よ
り
、
生
活
道
路
の
整
備

や
維
持
管
理
を
図
り
ま
す
。

みなさんの暮らしに

　

歳　
　
　
　

出

目　
　

的　
　

別

歳  出（目的別）��

民生費�
15億9,112万円�
27.3％�

衛生費�
7億9,083万円�
13.6％�公債費�

8億616万円�
13.9％�

総務費�
9億6,089万円�
16.5％�

教育費�
5億4,262万円�
9.3％�

土木費�
2億5,682万円�
4.4％�

農林水産業費�
3億4,174万円�
5.9％�

消防費�
3億1,299万円�
5.4％�

商工費ほか�
2億1,305万円�
3.7％�

総　

務　

費

民　

生　

費

衛　

生　

費

農
林
水
産
業
費

商　

工　

費

土　

木　

費
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消
防
操
法
競
技
会
経
費
、
消
防
積
載
車

の
購
入
等
に
所
要
額
を
計
上
し
、
予
防
消

防
に
努
め
る
と
と
も
に
、
消
防
団
の
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

新
石
川
の
教
育
推
進
事
業
で
は
、
幼
児

教
育
か
ら
高
校
教
育
ま
で
を
見
通
し
た
教

育
実
践
の
推
進
に
取
り
組
む
ほ
か
、
副
読

本
の
活
用
に
よ
る
郷
土
教
育
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
読
書
活
動
や
放

課
後
こ
ど
も
教
室
な
ど
、
放
課
後
児
童
の

居
場
所
づ
く
り
と
し
て
安
全
安
心
な
活
動

拠
点
を
設
け
る
ほ
か
、
家
庭
教
育
の
啓

発
・
支
援
等
の
事
業
を
展
開
し
、
子
育
て

支
援
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
芸
術
文
化

振
興
事
業
、
ス
ポ
ー
ツ
育
成
事
業
等
に
よ

り
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

通
常
の
償
還
の
ほ
か
に
、
簡
保
資
金
や

財
政
融
資
資
金
な
ど
の
繰
上
償
還
を
行
い
、

後
年
度
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
成　

年
度
の
一
般
会
計

２０

当
初
予
算
を
そ
の
性
質
に
従
い
分
類
し
ま

し
た
。（
グ
ラ
フ
及
び
左
表
参
照
）

　

普
通
建
設
事
業
費
は
対
前
年
比 　

・
２５

６
％
増
の
４
億
１
、
３
９
９
万
円
を
計
上

し
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
の
返
済
金

に
あ
た
る
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
繰
上
償

還
の
実
施
等
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
億

２
、
５
６
１
万
円
少
な
い
８
億
６
１
５
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳  出（性質別）��

義務的経費義務的経費�
47.747.7％�

投資的経費投資的経費�
7.17.1％�

その他その他�
45,245,2％�

義務的経費�
47.7％�

投資的経費�
7.1％�

その他�
45,2％�

人件費�
14億9,693万円�
25.7％�

扶助費�
4億7,034万円�
8.1％�

公債費�
8億615万円�
13.9％�建設事業費�

4億1,399万円�
7.1％�

物件費�
5億7,489万円�
9.9％�

補助費等�
14億2,948万円�
24.6％�

繰出金�
4億7,503万円�
8.2％�

投資・出資金等�
1億4,941万円�
2.5％�

●義務的経費
　支出が義務付けられている経
費
●投資的経費
　建設事業等行政水準の向上に
寄与する経費
●人件費
　町職員給与、町議会議員・各
種委員報酬など
●扶助費
　法令に基づき支出される児童
手当、医療費扶助など
●公債費
　事業を行うために借り入れた
お金の元利償還金
●建設事業費
　道路の整備、公共施設などの
建設に要するお金
●物件費
　消耗品、役務費、業務委託料
など
●補助費等
　石川地方生活環境施設組合負
担金、広域消防負担金、各種
補助金など
●繰出金
　国民健康保険、老人保健、介
護保険、簡易水道事業特別会
計等繰出金など

性　
　

質　
　

別

増減率増減額前年度本年度性　質　別

△ ３.８△ ５,８９７１５５,５９０１４９,６９３人 件 費

△ １.８△ １,０３９５８,５２８５７,４８９物 件 費

３.０１,３７３４５,６６１４７,０３４扶 助 費

１２.０１５,２７６１２７,６７２１４２,９４８補 助 費 等

２５.６８,４３９３２,９６０４１,３９９普 通 建 設 事 業

６０.５５,６３０９,３１１１４,９４１投 資 ・ 出 資 金 等

△ １６.４△ ９,３３４５６,８３７４７,５０３繰 出 金

△ １３.５△ １２,５６１９３,１７６８０,６１５公 債 費

０.３１,８８７５７９,７３５５８１,６２２一 般 会 計 合 計

（単位：万円・％）

教　

育　

費

公　

債　

費

消　

防　

費
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対前年度比予算額会　計　名

６.０２１億９９６万円国 民 健 康 保 険

△ ９０.３１億８，６７０万円老 人 保 健

皆増１億５，５０３万円後 期 高 齢 者 医 療

８.９１０億１,３７６万円介 護 保 険

２７.１８４万円母 畑 財 産 区

４.２１０３万円中 谷 財 産 区

０.０５１４万円土 地 開 発 事 業

△ ７.９１億１，６２３万円簡 易 水 道 事 業

△ ３.４３，９９０万円宅 地 造 成 事 業

対前年度比 予算額 区　　分

０.７２億６，７５６万円営 業 収 益
 
収　

入
 

収
益
的
収
支

△ ７７.９３４万円営 業 外 収 益

０.０１万円特 別 利 益

０.２２億６，７９１万円計

△ ３.４２億１５４万円営 業 費 用

 
支　

出

△ ４９.６１，１５４万円営 業 外 費 用

０.０５０万円特 別 損 失

０.０１００万円予 備 費

△　７.９２億１，４５８万円計

０.０１５５万円建 設 負 担 金
 
収　

入
 

資
本
的
収
支

０.０１万円工 事 負 担 金

６３.１１，１３７万円国 庫 補 助 金

５１.６１，２９３万円計

５３.７７，３０３万円建 設 改 良 費

 
支　

出

△ ６６.３１，２５２万円企業債償還金

０.０３３万円国庫補助金返還金

０.０１００万円予 備 費

１.０８，６８８万円計

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額７，３９５万円は、当年度損益勘
定留保資金４，９４９万円、建設改良積立金２，１０６万円、当年度消費税及び地方消費
税資本的収支調整額、３４０万円で補てんするものとする。

●
水
道
事
業
会
計
予
算

●
特
別
会
計
予
算

29,542



広報いしか広報いしかわわ４４月号月号 ●　●　��



��● 広報いしかわ　●　広報いしかわ４４月号月号



広報いしか広報いしかわわ４４月月号 ●号　●　��



��● 広報いしかわ　●　広報いしかわ４４月月号号



広報いしかわ広報いしかわ４４月号 ●月号　●　����

職業�社会福祉法人・石川町社会福祉協議会で訪問介護
員をしています。

��今、情熱を傾けて取り組んでいることは何ですか

��趣味のスノーボートとゴルフです ｡また仕事の面では、
より良いサービス提供が出来るよう頑張っています ｡

��将来やってみたいことや夢を聞かせてください

��四国八十八ヶ所のお寺巡りをしたいです ｡

��将来どんな町になって欲しいですか

��物質的な豊かさではなく、町民一人ひとりが心の豊か
さを実感し、人と石川町の自然と文化が調和した美し
く快適な町になって欲しいと思います ｡

��最後に理想のタイプは

��尊敬できる人、人の痛みがわかる人が理想です。
�次回は、遠藤さんの紹介で迎　勝彦さんです。

遠藤　郁美さん（２４歳）●山形字若林

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
２
人
で
、
孫
が
２
人
に
な
り
ま

し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か
せ
て

５０

く
だ
さ
い

私
は
、
親
の
後
を
継
い
で
宮
大
工
を
し
て

い
ま
す
。
昔
は
、
神
社
、
仏
閣
の
仕
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
は
少
な
く
一
般
住
宅
の
仕

事
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
も
た
ま
に
仕
事
に

出
て
い
ま
す
。
妻
は
、
会
社
勤
め
を
し
て
い
ま
し

た
。
旅
行
が
大
好
き
で
、
兄
弟
が
集
ま
り
み
ん
な

で
温
泉
旅
行
に
よ
く
出
か
け
ま
し
た
。
子
ど
も
を

連
れ
て
の
旅
行
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

今
は
、
二
人
で
農
作
業
に
励
ん
で
い
ま
す
。

二
人
で
昔
話
を
し
な
が
ら
花
、
野
菜
づ
く

り
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

昔
は
、
生
活
に
追
わ
れ
て
そ
ん
な
に
二
人
で
話

は
し
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
今
は
何
で

も
話
し
合
い
ま
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教
え
て

く
だ
さ
い

今
出
川
、
北
須
川
の
桜
堤
が
好
き
で
す
。

一
面
に
桜
色
に
染
ま
っ
た
町
は
、
気
持
が

穏
や
か
に
な
り
ま
す
。
桜
の
季
節
が
待
ち
ど
お
し

い
で
す
。町

政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

人
口
の
減
少
が
気
に
な
り
ま
す
。
若
い
人

が
定
住
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
賑
わ
い
は
町
の
活
力
に
な
り
ま
す
。

������������������������������������

�������������������������������������

氏名：阿部　幸作さん（７４歳）
　　　　　　作枝さん（７３歳）
住所：母畑字丈田

兄弟で行く旅行が楽しみ

●
町
民
と
と
も
に
歩
む
町　

い
し
か
わ

�����������������



����● 広報いしかわ　●　広報いしかわ４４月号月号

●「ハッピースマイル」と「集暖」では参加してくれるお子さん（３歳以下）、グループを募集していま
す。お気軽にお問い合わせください。石川町役場総務課　２６－２１１１�

●ハッピースマイルは電子メールでも受付しています。必要事項を記入し写真画像を添えお送りく
ださい。 Koho_k@town.ishikawa.fukushima.jp

�サークル紹介コーナー�第３６回

　

私
た
ち
は
、
平
成　

年
か
ら
福
祉
ボ
ラ

１４

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
石
川
郡
内
の
施
設
を
慰

問
し
て
い
ま
す
。

　
　

名
の
会
員
が
全
員
そ
ろ
う
機
会
は
少

１５
な
い
の
で
す
が
、
歌
や
踊
り
が
好
き
な
仲

間
た
ち
で
す
。

　

慰
問
先
で
は
、
軽
い
遊
び
や
話
し
相
手

に
な
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
合
い
の
な
か
で

昔
な
が
ら
の
知
恵
を
学
べ
る
こ
と
が
と
に

か
く
大
き
い
で
す
。
ま
た
、
慰
問
の
日
を

楽
し
み
に
待
ち
望
む
声
を
聞
く
と
更
に
力

が
入
り
ま
す
。

　

体
調
が
悪
く
な
り
出
か
け
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
方
々
と
の
交
流
を
通
し

て
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
喜
び
を
分
か
ち

合
い
、
少
し
で
も
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

連
絡
先　

鈴
木
（
�
２
６

－

５
２
５
１
）、

　
　
　
　

生
田
目

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「もっともっと大きくなってね！！」「もっともっと大きくなってね！！」 
パパ・ママより（北山形字細田）パパ・ママより（北山形字細田）

添田添田　幸長幸長ちゃん（右）    ちゃん（右）
ゆきなが

添田添田　真 真 
ま

愛 愛 香香
な

   ちゃんちゃん（左）（左）
か

添田添田　幸勢幸勢ちゃん    ちゃん（中）（中）
ゆきなり

▲デイサービスいしかわの慰問のようす
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�

 
金  
子  
館  
跡 

か
ね 

こ 

だ
て 
あ
と

　

国
道
１
１
８
号
線
か
ら
県
道
母
畑
・

白
河
線
を
母
畑
方
面
に
向
か
い
、
和
泉

式
部
の
産
湯
伝
説
が
残
る
「
小
和
清

水
」
の
南
側
に
金
子
館
跡
が
あ
り
ま
す
。

式
部
の
伯
父
･
金
子
五
郎
時
安
の
館
跡

と
も
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
残
る
姿
か
ら
、
中
世

期
、
北
側
に
位
置
す
る
曲
木
館
の
、

支
城
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、

地
元
の
方
々
に
よ
り
、
史
跡
と
し

て
整
備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。▲入口には「小和清水」の大きな

看板が

�
ル
ー
ト
案
内
の
看
板
を
見
な
が
ら
い
ざ
散
策

▲木道の途中には式部の詠んだ歌碑が、
　頂上の平場には東屋があります。

曲
木�

天
気
の
良
い
日
は
那
須
連
峰
を

　

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

読
書
は
、
子
ど
も
が
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
力
を
身

に
付
け
て
い
く
う
え
で
、
と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
様
々
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
・
普

及
、
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
変
化
、
幼
児
期
か
ら
の
読
書

習
慣
の
未
形
成
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
の
「
読
書
離
れ
」

が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
重
要
性
に
か
ん
が
み
、
子
ど
も

が
自
主
的
な
読
書
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
積
極

的
に
そ
の
た
め
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、「
子
ど
も
の

読
書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が
平
成　

年　

月
に

１３

１２

公
布
・
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
に
よ
り
、
４
月　

日
が
「
子
ど
も
読
書
の

２３

日
」
と
定
め
ら
れ
、
国
民
の
間
に
広
く
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
社
会

全
体
で
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
も
、
各
学
校
や
各
種
事
業
の
中
で
子
ど
も
の
読
書

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
読
み
聞
か
せ
の
会
な
ど
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
よ
っ
て
も
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
を
通
じ
て
、
子
ど

も
の
読
書
活
動
が
よ
り
一
層
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
　

４
月　

日
は
�
子
ど
も
読
書
の
日
�

２３

▲３月１日、中央公民館図書室で、石川読み聞かせ
の会による紙芝居、大型絵本などの読み聞かせ
が開かれ、子どもたちなど約９０人参加。熱の入
った読み聞かせに、子どもたちは熱心に聞き入
っていました。



介
護
支
援
コ
ー
ナ
ー�

����● 広報いしかわ　●　広報いしかわ４４月号月号

国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保のののののののののののののの届届届届届届届届届届届届届届けけけけけけけけけけけけけけ出出出出出出出出出出出出出出はははははははははははははは１１１１１１１１１１１１１１４４４４４４４４４４４４４４日日日日日日日日日日日日日日以以以以以以以以以以以以以以内内内内内内内内内内内内内内にににににににににににににに国保の届け出は１４日以内に

　

町
で
は
２
月
に
保
健
衛
生
協
力
員
の
方
に
お

世
話
に
な
り
な
が
ら
、　

歳
以
上
の
方
へ
「
ア

６５

ン
ケ
ー
ト
」
を
行
い
ま
し
た
。「
生
活
の
自
立

度
」
や
「
動
き
」、「
口
腔
」
や
「
物
忘
れ
」
に

関
す
る
項
目
な
ど
答
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
足
腰
が
弱
っ
て

今
ま
で
の
よ
う
に
動
く
の
が
大
変
に
な
っ
た
り
、

膝
が
悪
く
な
っ
て
動
く
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
き

た
な
ど
、
心
配
に
な
っ
て
い
る
人
の
所
へ
、
後

日
、
保
健
師
が
訪
問
し
ま
す
。
そ
し
て
、
８
月

か
ら
始
ま
る
「
運
動
の
教
室
」
へ
お
誘
い
し
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
、
う
つ
や
認
知
症
の

心
配
の
あ
る
方
の
た
め
に
、
専
門
医
の
相
談
会

や
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
な
か
な
か
出
か
け
ら
れ
な
い
方

に
は
訪
問
し
て
、
ご
相
談
に
の
る
こ
と
も
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
仲
間
（
人
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
）
が
自
主
的
に
集
ま
っ
て
楽
し
め
る
グ
ル
ー

プ
（
運
動
サ
ロ
ン
）
も
積
極
的
に
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。　

〜　

分
位
、
押
し
車
を
押

１０

１５

し
て
出
か
け
ら
れ
る
場
所
（
集
会
所
）
で
、
話

を
し
て
大
笑
い
し
て
（
運
動
に
な
っ
て
）・・
い

み
ん
な
で
介
護
予
防

　
　

「
ち
ょ
っ
と
虚
弱
に
な
っ
て
き
た
人
へ
」

●加入の届け出が遅れると
　届け出が遅れると、その間に
かかった医療費は全額自己負担
となります。また保険税は届け
出をした月からではなく、国保
に加入する資格を得た月までさ
かのぼって納めることになりま
す。

●脱退の届け出が遅れると
　保険証が手元にあるためうっ
かりそれを使って医療を受けて
しまうことがあります。
　この場合、国保が負担した医
療費はあとで返していただくこ
とになります。また、国保と健
康保険の保険税を二重払いして
しまうこともありますので、必
ず届け出をしましょう。

い
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
み
ら
れ
る
よ
う
に
。
誰
で

も
、
一
つ
ひ
と
つ
大
き
く
な
っ
て
、
で
き
な
い

こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
が
、
み
ん
な
で
気
に
か

け
合
い
な
が
ら
、
お
互
い
様
の
気
持
ち
で
さ
り

げ
な
く
助
け
合
え
る
地
域
…
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
介
護
給
付
額
（
見
込
額
）
は
、

１９

介
護
と
予
防
を
含
め
て
年
間
、
約
８
億
４
５
０

０
万
円
。
病
気
は
予
防
が
第
一
で
す
。

　

年
を
と
っ
て
で
き
な
く
な
っ
た
り
、
失
う
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
が
、
自
分
の
人
生
を

楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
で
一
緒
に
、

楽
し
み
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
元
気

で
い
ら
れ
る
よ
う

に
「
サ
ロ
ン
」
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
連
絡
先　

石
川

町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

�　

―
４
６
０
６

２６

国保に加入・脱退する
ときは届け出をしなけ
ればなりません。
こんなときは必ず１４日
以内に届け出をしまし
ょう。

届け出に必要なものこんなとき

転出証明書、印かん他の市町村から転入してきたとき国
保
に
加
入
す
る
と
き

健康保険の離脱証明書、印かん職場の健康保険を脱退したとき

被扶養者でない理由の証明書、印かん職場の健康保険の被扶養者からはずれた
とき

保険証、母子手帳、印かん子どもが生まれたとき

保護廃止決定通知書、印かん生活保護を受けなくなったとき

保険証、印かん他の市町村へ転出するとき国
保
を
脱
退
す
る
と
き

国保と職場の健康保険の両方の保険証、
印かん

職場の健康保険に入ったとき

職場の健康保険の被扶養者になったとき

保険証、死亡を証明するもの、印かん国保の被保険者が死亡したとき

保険証、保護開始決定通知書、印かん生活保護を受けるようになったとき

保険証、年金証書、印かん退職者医療制度に該当したとき

そ　

の　

他

保険証、印かん

世帯主、氏名が変わったとき

同じ市町村内で住所が変わったとき

世帯を分けたり、一緒にしたとき

出稼ぎや長期の旅行で別個の保険証が必
要なとき

保険証、在学証明書、印かん修学のため、別に住所を定めるとき

身分を証明するもの、印かん保険証をなくしたとき、破損して使えな
くなったとき
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　これまで妊婦１人につき２回までの助成でしたが、新たに１３回増えて、合計１５回の妊婦
健康診査の費用を助成するようになります。受診票は母子健康手帳と同時に交付しています。�
�
★すでに１～２回分の受診券をお持ちの方、転入された方はお問合わせください。�
★妊婦健康診査受診票は、石川町の町民である妊婦本人が福島県内の産科で使用できるもの
です。�
★県外の医療機関で妊婦健康診査を受けられる方は、石川町保健センターに�
　ご相談ください。�

平成２０年度より妊婦健康診査費用の助成の回数がかわります�平成２０年度より妊婦健康診査費用の助成の回数がかわります�

妊娠がわかったら
早めに母子健康手帳
の交付を受けましょう

母子健康手帳、妊婦健康診査受診票の交付については…
月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分まで

石川町保健センター　 ２６－８４１６

食改さんの�食改さんの� ひっつみ汁

●食改さんの　　　　　　　

　「ひっつみ」とはひっつまんでやひっつかむが語
源で、岩手の郷土料理です。�
具だくさんでヘルシーなメニューです。季節によ
って具材を変えるといろいろな味が楽しめますよ。
小麦粉は、中力粉を使うと弾力性が出て歯ざわり
がよいです。スキムミルクも加えると、カルシウム
補給に役立ちます。忙しい時や軽食におすすめです。�

●栄養士から

　季節の野菜をたくさん入れることで、食物繊維
やビタミン、ミネラルを豊富に摂る事ことが出来ま
す。季節感のある食材を使った料理や郷土料理を
通して食文化を伝えていきたいですね。�

●作り方

①ひっつみを作る。�
　ボウルに★を入れ軽く混ぜる。分量の水を加減し
ながら入れ、混ぜ合わせて耳たぶくらいの固さに
し３０分ほどぬれ布巾をかぶせて寝かせる。�

②鍋に分量の水を入れて沸騰させ、洗った鶏がらを
入れて中火で約１時間煮込んだら鶏がらを取り出す。�

③干ししいたけを水で戻す。�
④鶏肉、野菜、きのこ等は食べやすい大きさに切り
そろえて②の鶏だしに加え、かつおだし汁も加え
て野菜が軟らかくなるまで煮込む。�

⑤しょうゆと酒を入れて味を整えて、ひっつみの生
地を片手で持ちもう片手で薄く伸ばしながら、食
べやすい大きさにちぎって鍋に入れて煮込む。�

⑥ひっつみが浮かんできたら出来上がり。�

　　小麦粉（中力粉）・・・１５０ｇ�

★　スキムミルク・・・・大さじ３�

　　塩・・・・・・・・・・・・ひとつまみ�

　　水・・・・・・・・・・・・１カップ弱�

　　鶏がら・・・・・・・・・・・・・・１羽�

　　水・・・・・・・・・・・・・・４カップ�

　　鶏もも肉・・・・・・・・・・・１００ｇ�

　　干ししいたけ・・・・・・・・２枚�

�

　　しめじ・・・・・・・・・・・・１／２袋�

　　大根・・・・・・・・・・・・・・・５ｃｍ�

　　人参・・・・・・・・・・・・・・１／２本�

　　ねぎ・・・・・・・・・・・・・・・・２本�

　　つきこんにゃく・・・１／２袋�

　　かつおだし汁・・・・２カップ�

　　しょうゆ・・・・・・・・大さじ３�

　　酒・・・・・・・・・・・・・・大さじ３�

�

〔�
材　料（４人分）



����● 広報いしかわ　●　広報いしかわ４４月号月号

（平成２０年２月１日～２月２９日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

遠藤　　 聖  （　泉　・　忍　） 形　見
ひじり

西牧　大翔     （廣　記・千恵子） 古　舘
や ま と

力丸　 香  音  （秀　和・美由紀） 長久保
か のん

草野　 芽  依  （弘　徳・香　織） 曲　木
め い

掛田　 惇  仁  （昌　克・麻奈美） 当　町
あつ ひと

石 川 町 4 ～ 5 月 の 主 な 予 定

4月 ●April

勤労青少年ホーム

まちなかふれあい広場
町民グラウンド
ひらた中央病院

保健センター
保健センター
老人福祉センター

とうまちクリニック

ひらた中央病院

ねんきん相談 (社会保険事務所 )
　　　　　　　　　　　  （１０：００ ～）

桜まつり (～２０日 )
石川町消防団春季検閲式
在宅当番医

１歳児健診
３歳３ヶ月児健診
心配ごと相談　　　　　   （１０：００ ～）

在宅当番医

在宅当番医

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

15
16
17

18
19
20

21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

5月 ●May

ひらた中央病院
ひらた中央病院
ひらた中央病院
ひらた中央病院
保健センター
保健センター
保健センター
老人福祉センター

とりごえ整形外科クリニック

保健センター

在宅当番医
在宅当番医
在宅当番医
在宅当番医
６～７ヶ月児教室
３～４ヶ月児健診
ＢＣＧ予防接種
心配ごと相談　　　　　 (１０：００～)

在宅当番医

１歳児健診

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

1
2
3
4
5
6
　7
8

9
10
11
12
13
14
15

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

矢内　久夫（塩　沢）・鈴木　直美（高　田）
丹内　　智（沢　井）・高原由紀恵（玉川村）
近内　　淳（中　野）・佐藤　真弓（中　野）
長久保雅之（双　里）・月井　麻弥（東京都）
鈴木　章稔（沢　井）・坂本　浩子（玉　川）

住 所　 氏　 名　

 遠　藤　正　三 新屋敷
 首　藤　キミヨ 石　塚
 藤　田　ト　メ 赤　羽
 鈴　木　ツ　ネ 北山形
 大　竹　ユ　キ 板　橋
 橋　本　フ　ヨ 下　泉
 熊　田　朝　子 当　町
 深　谷　タツヨ 沢　井
 吉　田　廣　治 湯郷渡
 緑　川　シ　ゲ 南　町
 千　島　睦　生 渡里沢
 小　湊　ヨ　シ 谷　地
 酒　井　カ　ツ 山　形
 矢　内　知　子 双　里
 佐　川　偉　哉 赤　羽
 野　内　義　榮 沢　井
 安　田　フ　ク 沢　井
 渡　邉　忠　雄 塩ノ平
 高　原　秀　正 山　形

��������
������

�����
�����




	01
	02
	03
	04
	05
	06
	07
	08
	09
	10
	11
	12
	13
	14
	15
	16

